
会議議事録（要旨） 

 

会議の名称 令和７年度 第１回東広島市人権教育及び人権啓発推進審議会 

開催日時 令和８年２月２日（月）１３：３０～１４：２５ 

開催場所 東広島市役所 北館２階  ２０１会議室 

出席者氏名 別紙（委員名簿） 

欠席者氏名 中村委員 

事務局職員氏名 人権男女共同参画課 課長 川内、係長 武上、主任 坂田 

会議次第 

１ 開会 

２ 議事 

議題１ 令和７年度人権啓発推進事業取組状況について 

議題２ 令和８年度人権啓発推進事業実施計画（案）について 

議題３ 「人権フェスティバルひがしひろしま」今後のテーマについて（案） 

３ その他  

４ 閉会 

配付資料 

資料１   令和７年度人権啓発推進事業取組状況 

資料２   令和８年度人権啓発推進事業実施計画（案） 

資料３-１ 「人権フェスティバルひがしひろしま」今後のテーマについて（案） 

資料３-２ 人権フェスティバルひがしひろしま、人権教育・人権啓発指導者

研修会の過去の実施状況 

 

議事内容（要旨） 

事務局 ・開会 

・出席者の確認 

・配付資料の確認 

・委員及び事務局の自己紹介 

・本審議会規則では「会長及び副会長は委員の互選による」となっており、議題１

について、会長は井上委員、副会長は山本委員が就任した。 

・会長及び副会長挨拶 

・議事の進行 

本審議会規則では「会長が議長となる」となっており、議事の進行について、井

上会長にお願いした。 



井上会長 

（議事進行） 

・議題１「令和７年度人権啓発推進事業取組状況について」事務局の説明を求めま

す。 

事務局 ・資料１説明 

井上会長 

（議事進行） 
・質問や意見などあれば伺いたい。 

井上会長 ・賀茂高校への人権教室は、どのくらいの時間か 

山本副会長 ・高校の授業１コマ５０分であり、西部こども家庭センター職員と人権擁護委員協

議会が合同で、「デート DV」について人権教室を実施した。 

井上会長 ・人権フェスティバルの参加者が１５０人であったとのことで、少ない印象を受け

るが、参加者増加に向けた対策は考えているのか。 

事務局 ・令和７年度は「人権の花」運動に取り組んだ小学校による舞台発表を実施できな

かったことが要因として挙げられる。来年度以降も人権フェスティバルは継続して

実施する方針であるが、これまでと同様の内容を続けるだけでは、参加者の増加は

難しいと認識している。今後については、法務局と人権擁護委員と協議しながら、

より多くの人に関心を持ってもらえる内容となるよう検討していきたい。 

井上会長 ・来年度も小学校による舞台発表の実施は難しい状況か。 

事務局 ・土曜日開催のため教員による引率が必要となり、依頼が難しくなっていることか 

ら、見直しが必要である。 

井上会長 ・委員から何かアイデアはありませんか。 

山本副会長 ・今年度は小学校へ依頼したが、舞台発表は負担が大きいため実施できなかった。

みなさんからのアイデアをいただきたい。 

井上会長 ・モニタリングだが、人的体制で実施しているが、AI を活用できないのか。 

事務局 ・近隣市の状況を確認したところ、人的体制で実施しているとのことであった。ま

た、市の DX 推進チームからは、現在のパソコン環境でも AI を活用したモニタリ

ングは、技術的に不可能ではないとの説明を受けた。人的体制では見落としの可能

性があることから、今後、AI や DX 技術の活用を検討していく。 

井上会長 ・検討していただきたい。 

市場委員 ・人権教室「デート DV」は、賀茂高校の希望によるものか、それとも順番による

ものか。また、他の県立高校からの希望はなかったのか。 

山本副会長 ・賀茂高校の希望によるものであり、他の学校にも声がけを行っている。 

また、高校での実施は今回が初めてで、対象は高校 3年生であった。来年度以降の

継続実施について要望があり、他校への展開も検討していく。 

井上会長 

（議事進行） 

・その他、質問や意見などあれば伺いたい。 

 （質問、意見なし） 

・取組状況については、当審議会で確認したこととします。 

・議題２「令和８年度人権啓発推進事業実施計画（案）について」事務局の説明を

求めます。 

事務局 ・資料２説明 

井上会長 ・質問や意見などあれば伺いたい。 



（議事進行） 

積河内委員 ・事業者の人権問題は、現在二つ動きがある。一つは、カスタマーハラスメント防

止措置であり、今年 10 月 1 日施行予定の動きを踏まえ、企業には防止措置を積極

的に講じることが求められている。東広島市は基本方針が策定されているものの、

条例化や罰則化、住民への義務付けには至っておらず、全国的に制度整備が進みつ

つある。もう一つは、「ビジネスと人権」の視点であり、大手企業やその取引先を

中心に、グローバルサプライチェーンにおける人権に配慮が重要な課題となってい

る。今後さらに広がることが想定され、事業所における人権問題は、経営の周辺的

課題ではなく、経営の中心に据えて取り組む必要がある。 

事務局 ・今年度、産業部とともに事業所を訪問し情報交換を行った結果、現在、事業所に

おける最も大きな課題は、カスタマーハラスメントを含む各種ハラスメント防止で

あるとの意見が多く聞かれた。これを受け、市としても、事業所内研修等において

協力できることがあれば、積極的に支援していく旨を事業所側に伝えている。また、

「ビジネスと人権」について、人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（平成

12 年施行）に基づく国の基本計画が、今年度大幅に改定され、インターネットに

おける人権問題及び「ビジネスと人権」が重点項目として位置付けられた。これを

受け、さらに、広島県においても人権施策に関する計画の改定が進められており、

本年 7 月施行予定である。今後は、国及び県の動向を踏まえ、市の人権施策に関す

る計画についても、審議会に諮りながら、必要な改定を行っていく。 

積河内委員 ・「ビジネスと人権」については、社会保険労務士会として支援していきたい。 

吉岡委員 ・人権の花運動に関連し、活動成果をパネル展示等で紹介しているが、こどもたち

の実際の活動の様子を伝えるには、動画の活用が有効ではないか。特に、休日の引

率が難しい現状を踏まえ、ショート動画等によりこどもたちの生の姿を伝える方法

が考えられる。また、次の 6 校に対しては、取組内容を伝えるタイミングが重要で

あり、学校には早い段階で周知する必要がある。併せて、従来のパネル展示に限ら

ず、学校側からアイデアを出してもらうことも検討してはどうか。 

事務局 ・小学校への依頼時期は 3 月下旬頃である。パネル作成や花を種から育てる取組は、

学校側によって相当の負担となっており、これに加えて動画作成を求める場合、さ

らなる負担増につながる可能性がある。 

吉岡委員 ・児童はタブレットをもっているため、早めに伝えてもらえれば検討できる。 

山本副会長 ・早い時期に行動するよう努める。 

橋本委員 ・人権教育及び人権啓発指導者研修会を来年度からオンラインのみで実施する理由

は何か。 

事務局 ・これまでの研修は、職員を必須対象として、午前・午後の２回を分けて対面で実

施していた。新型コロナウイルスの影響により、研修はオンラインが中心へ移行し、

昨年度までは対面受講とオンライン受講を半数ずつで実施していた。来年度は試験

的に、すべてオンラインによる研修を実施する予定である。 

橋本委員 ・昨年度の「キンタロー。さん」を招いてのイベントはイレギュラーなものだった

のか。 



事務局 ・昨年度は、「キンタロー。さん」を招いた「こどもまんなかシンポジウム」と「人 

権教育及び人権啓発指導者研修会」を統合して開催した。もともと別々のイベント 

であったが、同時開催による相乗効果が期待できるとの判断によるものであり、昨 

年度は、イレギュラーな実施形態であった。また、市民に広く視聴してもらうため、 

配信による実施を検討しており、平日昼間に受講が難しい人でも、都合の良い時間 

に受講できる仕組みを想定している。 

井上会長 ・10 月～12 月配信期間中に、各自の都合のよいタイミングで受講するという想定

ですね。 

井上会長 

（議事進行） 

・その他、質問や意見などあれば伺いたい。 

 （質問、意見なし） 

・それでは、事業実施（案）に沿って事業を進めてもらうこととします。 

・議題３「人権フェスティバルひがしひろしま」今後のテーマについて（案）の事

務局の説明を求めます。 

事務局 ・資料３－１、３－２説明 

井上会長 

（議事進行） 
・質問や意見などあれば伺いたい。 

井上会長 ・各種のアンケートで「こども」への関心が高いことが確認されており、来年度の 

テーマを「こども」とすることは妥当である。 

事務局 ・令和 10 年度以降については、過去５年間のアンケート結果を基に検討し、改め

てご審議いただきたい。 

井上会長 ・人権教育及び人権啓発指導者研修会のテーマは令和６・７年度と続けて「こども」

となっているが、関心が高いテーマであり、「こども」の中でも分野が異なってい

れば問題ないと考える。令和 10 年度以降を検討する際は、関心の高いテーマから

実施することが望ましい。 

市場委員 ・このテーマは講演会の内容か。 

事務局 ・講演会の内容が最もテーマに沿っている。 

市場委員 ・人権教育及び人権啓発指導者研修会とテーマが重複しており、いずれも講演会で 

あることから、研修会とのバランスを考えたほうがよい。 

橋本委員 ・テーマ自体は良いが、前回参加者が少なかったことを考えると、内容の再検討が

必要なのではないか。親子での来場を促す工夫として、講演だけでなく、体験型企

画やアトラクションを検討してはどうか。来年度は、どのような内容を予定してい

るのか。 

事務局 ・今年度は、講演会、人権教室、中学生による作文発表を事業の柱として実施した。

これらは来年度も引き続き基本的な柱とする予定である。一方で、来場者数の状況

を踏まえ、今後は「プラスアルファ」の要素を加え、より来場につながる内容を検

討したいと考えている。また、今年度は障がい福祉課主催の「アイサポートフォー

ラム」と合同で開催した。相手方のイベントには多くの来場者があり、一定の相乗

効果は見られたものの、本事業単独としては想定ほどの集客には至らなかった。 

橋本委員 ・市内には、子育て支援や人権問題に取り組む団体があるため、そうした団体から



意見を聴くことが有効である。 

井上会長 ・こどもの活動の発表の場になるようにしてはどうか。 

事務局 ・学校活動限らず、個人やダンス、バンドなどで活動しているこどもたちの発表の

場とすることも考えられる。その場合、人権フェスティバルとしての趣旨とどのよ

うに結び付けるかが課題である。単なるこどもの発表にとどまらず、内容の整理が

必要である。 

井上会長 ・その他、質問や意見などあれば伺いたい。 

 （質問、意見なし） 

それでは、人権フェスティバルのテーマについては、（案）のとおり事業を進めて 

もらいます。 

・本日予定されていた議事は全て終了した。 

・せっかくの機会なので、ほかの委員の皆さんから意見などあれば伺いたい。 

積河内委員 ・働く人の悩みは、以前は介護や賃金未払いが中心であったが、近年はいじめや嫌

がらせが増加している。特に、SNS 上の誹謗中傷は陰湿化しており、その背景には

コミュニケーション力の低下や人間関係への苦手意識がある。これらの課題は人権

部署に限らず、社会全体でコミュニケーション力を高める取組が求められる。 

井上会長 ・人権問題について、ホームページや市役所内に分かりやすいサインを設け、相談

しやすい環境を整えることで、「相談してみよう」という意識につながる。 

井上会長 

（議事進行） 

・その他、質問や意見などあれば伺いたい。 

 （質問、意見なし） 

・他に質問や意見がなければ、本議事を終了とする。 

事務局 ・挨拶 

・閉会 

 


